
八
、
【
よ 

し 

が 

池

　
　
　

（
心
に
舞
う
二
）
】

　　

昔　

甲
斐
の
沼
橋
と
笹
子

町
吉
久
保
の
辺
を
云
っ
て
い

た
が
、
た
ま
た
ま
嘉
禄
の
頃

（
西
暦
一
二
二
五
～
六
年
鎌

倉
時
代
）
小
俣
左
衛
門
尉
重

澄
の
娘
｛
よ
し
｝
と
い
う
子

が
あ
り
、
同
家
に
滞
在
し
た

京
都
の
僧
侶
玉
延
に
憧
れ
、

意
を
決
し
て
付
近
の
池
に
投

身
し
た
。

　

そ
し
て
怨
念
化
し
て
妖
蛇

と
な
り
、
行
人
を
悩
ま
し
た

時
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞

上
人
が
東
北
巡
教
の
際
に
済

度
し
、
そ
れ
よ
り
こ
の
所
を

「
よ
し
が
窪
」
と
称
明
せ
り

と
の
口
伝
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
徳
川
幕
府
の
末
期
ま
で

の
書
類
に
は
片
平
の
里
、

「
よ
し
が
久
保
」
ま
た
は

「
吉
ヶ
窪
村
」
、
「
吉
ヶ
久

保
村
」
等
と
書
き
、
後
、
「
吉

久
保
」
と
い
う
文
字
を
使
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

＊
葦
ヶ
窪
の
由
来

　

往
古
、
甲
斐
の
沼
橋
と
知

ら
れ
る
。
葦
ヶ
池
は
、
親
鸞

の
毒
蛇
済
度
の
伝
説
に
よ
っ

て
、
比
の
池
を
葦
ヶ
窪
、
池

を
「
葦
ヶ
池
」
と
称
名
せ
り

と
口
碑
に
伝
え
る
。

　

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
に
依

る
と
、
「
よ
し
ヶ
池
」
西
端

に
在
る
地
名
を
「
橋
詰
」
と

い
い
、
東
側
の
地
名
を
「
来

見
坂
」
と
い
う
。
往
古
葦
ヶ

窪
一
帯
は
、
笹
子
川
の
水
淀

み
で
沼
湖
を
な
す
。
笹
子
峠

に
通
ず
る
道
も
山
裾
を
通
り

旅
人
里
人
に
非
常
に
困
難
を

し
い
て
い
た
。
そ
こ
で
池
の

中
に
丸
太
土
石
を
も
っ
て
近

道
を
造
る
。
「
約
三
百
余
間

に
来
見
坂
～
橋
詰
、
こ
の
道

は
、
一
度
に
両
側
か
ら
通
行

能
ず
。
前
方
よ
り
人
来
た
ら

ば
こ
れ
を
見
て
待
ち
、
人
渡

り
来
ざ
れ
ば
渡
り
行
き
し
」

と
伝
う
。
故
に
「
来
見
坂
・

橋
詰
」
の
地
名
発
祥
な
り
し

か
ば
自
称
名
な
る
も
今
も
現

存
し
て
い
る
。

＊
葦
ヶ
池
と
お
よ
し
の
由
来

　

往
古　

甲
斐
の
沼
橋
と
し

て
知
ら
れ
る
。
偶
々
今
か
ら

凡
い
て
七
百
数
十
年
前
、
後

堀
川
天
皇
一
二
二
五
（
嘉
禄

元
年
）
の
頃
、
こ
の
地
の
地

頭
、
北
面
の
武
士
（
皇
居
を

守
る
お
庭
番
）
小
俣
左
衛
門

尉
重
澄
、
妻
よ
し
、
（
重
澄

の
父
は
尚
家
、
そ
の
妻
嵯
峨
）
、

重
澄
の
娘
「
お
よ
し
」
は
男

共
の
憧
憬
の
的
（
美
人
）
な

り
し
が
、
偶
々
京
都
よ
り
僧

行
の
た
め
の
修
行
僧
、
若
き

梃
な
る
僧
に
思
い
を
致
せ
し

が
其
の
意
の
果
て
に
こ
の
池

に
投
身
す
。
よ
し
の
霊
は
毒

蛇
と
化
身
し
、
近
隣
人
々
又

旅
人
を
恐
怖
に
落
と
し
い
れ

た
と
伝
え
る
。

　

親
鸞
上
人
が
相
州
よ
り
甲

州
等
々
力
（
甲
州
市
勝
沼

町
）
の
聖
舎
、
萬
福
寺
に
参

詣
し
た
帰
途
、
地
頭
重
澄
宅

に
た
ち
よ
っ
て
た
際
、
重
澄

の
懇
願
に
よ
り
、
六
字
の
名

号
を
書
き
記
し
た
小
石
、
数

百
個
を
三
、
七
、
二
十
一
間
、

池
の
周
囲
に
投
入
、
供
養
し

た
所
、
毒
蛇
に
化
身
し
た

「
お
よ
し
の
霊
」
は
成
仏
し
、

地
中
に
異
様
な
轟
き
あ
り
て

「
観
世
音
大
士
」
に
な
っ
て
、

昇
天
し
、
西
南
の
空
高
く
消

え
去
り
て
、
遠
く
伊
豆
の

「
手
石
浜
」
に
落
ち
着
き
、

今
も
参
詣
者
の
絶
え
ま
な
き

と
聞
く
。
「
手
石
浜
の
阿
弥

陀
窟
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
爾

来
こ
の
池
を
「
よ
し
ヶ
池
」
、

そ
の
地
を
「
葦
ヶ
窪
」
と
称

名
せ
り
と
口
碑
に
伝
え
る
。

＊
葦
ヶ
池
跡

　

往
古
、
こ
の
地
を
「
葦
ヶ

窪
」
、
池
を
「
葦
ヶ
池
」
と

称
す
。
こ
の
池
の
起
源
存
在

に
つ
い
て
は
現
今
で
は
確
た

る
解
明
す
る
も
の
も
疎
し
、

た
だ
残
さ
れ
た
古
文
書
古
跡

を
検
べ
た
ど
る
他
は
な
い
。

こ
の
池
の
創
々
の
時
期
は
洪

積
世
代
第
四
氷
河
期
、
原
平

の
地
が
高
所
沖
積
層
、
扇
状

地
帯
を
形
成
し
て
来
た
先
端

が
向
の
山
の
下
腹
に
衝
突
し

篠
子
川
の
流
れ
を
遮
断
し
、

川
水
が
滞
留
し
、
自
然
に
沼

の
池
が
創
裡
出
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
、
今
池
の
跡
を
深

く
掘
る
と
、
葦
草
の
変
化
し

た
も
の
、
木
の
葉
沼
な
ど
の

異
物
が
発
見
さ
れ
る
。

＊
松
葉
山
善
福
寺
二
世
重
澄

　

真
木
前
田
の
天
台
宗
善
福

寺
は
、
こ
の
時
、
住
僧
源
海
、

当
国
教
化
の
親
鸞
に
帰
依
、

弟
子
と
な
り
、
名
を
「
唯
円
」

と
改
め
る
。
小
俣
左
衛
門
尉

重
澄
は
厚
く
眞
宗
を
信
じ
、

剃
髪
し
て
「
唯
念
」
と
号
し
、

善
福
寺
に
住
み
二
世
と
な
る
。

　

小
俣
重
澄
の
子
孫
は
、
現

在
も
吉
ヶ
久
保
に
住
し
、
屋

号
大
屋
、
現
在
当
主
「
小
俣

潔
」
氏
で
あ
る
。
（
故
郷
道

中
記
笹
子
乃
今
昔
）

＊
南
伊
豆
町
手
石
浜
の
阿
弥
陀

　

窟
の
不
思
議

　

筆
者
は
昨
年
十
月
、
南
伊

豆
町
手
石
浜
に
、
お
よ
し
伝

説
の
由
来
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

南
伊
豆
町
商
工
会
会
長
「
長

田
裕
二
郎
」
氏
に
遭
い
、
阿

弥
陀
窟
の
由
来
が
、
笹
子
の

伝
説
と
同
様
、
二
百
キ
ロ
先

の
彼
の
地
に
あ
り
、
今
日
で

も
、
毎
年
十
万
人
を
越
え
る

参
詣
者
で
賑
わ
う
祭
典
が
盛

大
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
と
聞

か
さ
れ
た
。
ま
た
南
伊
豆
町

で
は
、
こ
の
伝
説
の
「
阿
弥

陀
窟
」
を
、
文
化
遺
産
と
し

て
、
町
を
挙
げ
て
保
存
に
力

を
入
れ
、
国
指
定
天
然
記
念

物
、
伊
豆
七
不
思
議
の
一
つ

と
し
て
、
観
光
に
役
立
て
て

い
る
。

　

氏
は
又
「
こ
の
伝
説
の
縁

を
機
に
、
大
月
市
民
の
皆
様

に
阿
弥
陀
窟
を
見
に
来
て
い

た
だ
き
た
い
。
当
町
と
し
て

は
大
月
市
と
の
、
海
産
物
の

安
価
定
供
や
、
海
の
家
・
山

の
家
な
ど
の
学
童
の
交
流
な

ど
貴
市
と
当
町
と
の
観
光
物

産
の
交
易
を
進
め
る
機
会
を

切
に
望
ん
で
い
ま
す
。
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

＊
ご
名
号
と
掛
軸

　

昔
、
よ
し
が
池
に
な
げ
た

石
の
一
つ
と
、
ご
名
号
の
書

か
れ
た
掛
軸
を
笹
子
の
小
俣

家
か
ら
賑
岡
村
浅
利
六
五
三

の
現
当
主
天
野
忠
彦
氏
（
屋

号
大
上
）
宅
に
嫁
に
く
る
と

き
持
っ
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
山
口
善
久
先
生
の

お
母
さ
ん
は
浅
利
の
大
上
の

人
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
こ
の
大
上
か
ら

今
度
は
娘
を
真
木
間
明
野
の

後
藤
さ
ん
（
屋
号
カ
ラ
フ

リ
）
宅
に
嫁
に
や
る
と
き
、

こ
の
掛
軸
と
石
を
持
参
さ
せ

た
。
現
在
も
地
元
間
明
野
の

地
域
の
人
々
は
春
に
な
る
と

村
中
で
こ
の
掛
軸
と
石
の
お

祭
り
を
盛
大
に
や
っ
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。
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